文章量はSEO設計上、意図的に増やしています。
内容自体を大幅に削ったり要約したりはせず、長く見えないようにデザインで整理してください。
ランキング、選ばれる理由、高く売るポイント、FAQなどはカード・表・アコーディオン・タブなどを使って、スマホでも読みやすい構成にしてください。
上部は「〇〇買取強化中」「買取実績」「メーカー」「ランキング」までを普通に表示。
その下の「選ばれる理由」「高く売るポイント」はカードやボックスで整理。
「お客様の声」「FAQ」はアコーディオンでも大丈夫です。


冒頭・市場説明
↓
買取強化モデル
↓
メーカーランキング
↓
買取実績
↓
関連コラム掲載
↓
メーカー一覧
↓
買取UPの強み／法人・出張対応
↓
選ばれる理由3つ
↓
高く売るポイント
↓
買取品目
↓
お客様の声
↓
FAQ
↓
買取方法

セクション見出しは階層を明確にする。大見出しはH2想定、各項目はH3想定でデザインする
見出しを単なる飾り文字や画像化しない。テキストとして実装できる前提にする
PCとスマホで見出し順・本文順を変えない
SEO用本文を「続きを読む」で大量に隠しすぎない。FAQやお客様の声はアコーディオンでもOK
重要な一次情報、買取実績、メーカー、査定ポイントは初期表示を優先
タブを使う場合、タブ内コンテンツがJS依存で消えたり、別URL化しない設計にする
買取実績、関連コラム、メーカー一覧への内部リンクが自然に置けるスペースを作る
CTAを入れすぎて本文を分断しない
スマホで表が崩れないよう横スクロールやカード変換を想定
画像内に重要文章を入れない。文字はHTMLテキスト化できる前提
ファーストビューは重くしすぎない。巨大動画・重いアニメーションは不要
H1
「電動工具買取なら買取UP｜大阪・関西出張対応」
H2
買取強化中の電動工具
メーカーランキング
買取実績
関連コラム
主要メーカー一覧
買取UPの強み
選ばれる理由
高く売るポイント
買取対象品目
お客様の声
よくある質問
買取方法
その中の、
「マキタ」「HiKOKI」「パナソニック」
「理由1」「理由2」「理由3」
「ポイント1」「ポイント2」
みたいなのをH3にするイメージ。
SEO上の見出し構造も重視しています。

各大セクションはH2、各項目や詳細見出しはH3としてコーディングできる前提で、デザイン上も階層が分かるようにしてください。

見出しや重要文章は画像化せず、HTMLテキストで実装できるデザインを希望します。

また、PC・スマホで文章や見出しの表示順を大きく変えず、FAQ・お客様の声などはアコーディオンでも問題ありませんが、買取実績・メーカー・買取強化モデル・査定ポイントなど重要な内容は基本的に通常表示でお願いします。

文章量はSEO設計上意図的に残しているため、文章を削るのではなく、カード・表・余白・アコーディオン等で読みやすく整理してください。

冒頭は、タイトル直下の「使い込んだ工具でも売れる？」「古いモデルでも値段が付く？」の不安訴求と、その後の中古需要が高まっている説明が続く。最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
ここはただ文章を置くより、
「古い・使い込んだ工具も査定OK」みたいな短いキャッチ＋工具のイラスト＋3つの市場理由
にした方がいい。
たとえばデザインとしては、
「電動工具、中古需要が高まっています」
↓
3アイコン横並び
新品価格の上昇
工具＋￥マーク
DIY需要
工具＋家／DIYアイコン
新規開業・法人需要
倉庫／会社＋工具
みたいな感じ。原稿の「新品価格上昇・DIY・新規開業」の3要素がそのまま使える。最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
次の買取強化モデルは、これは文章ではなく完全にカード化してほしい。
マキタ TD173DRGX
マキタ TD172DRGX
HiKOKI WH36DC
MAX AK-HH1310E
みたいなモデルが並んでるから、最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
商品写真 or 工具シルエット
メーカー名
型番
「買取強化中」バッジ
のカードを4～6枚。ここはかなり見栄え出る。
あとメーカーランキングは絶対に普通の文章だけにせん方がいい。
この原稿では、
1位 マキタ
2位 HiKOKI
3位 MAX
で、それぞれ人気機種まで具体的に書いてる。最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
ここは、
🥇 1位 makita
🥈 2位 HiKOKKI
🥉 3位 MAX
みたいなランキングカードにして、各メーカーのロゴを使えるならロゴ表示。
その下に
「人気モデル」
「特徴」
「高く売れやすい理由」
を3列くらいで整理するとかなり読みやすい。
ただし、メーカーのロゴは勝手に画像生成で似せるんじゃなく、正式ロゴを使用できる範囲で使う。無理ならメーカー名をテキストでデザインする方がええ。
買取実績は一番ビジュアルに力を入れていい。
原稿側では「そちらでご用意いただく部分」になってる。最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
ここは、
商品写真
メーカー
型番
買取価格
地域
状態
「出張買取」「店頭買取」
みたいなカード。
例えばスマホなら1列、PCなら3列。
これ、SEOだけじゃなく買取UPの一次情報・実在感を見せる部分やからかなり重要。
その次の
最新モデルも旧モデルも買取
壊れていても相談可能
大阪府全域出張対応
法人・業者様歓迎
在庫整理・閉業整理歓迎

ここも文章として縦に5行置くんじゃなくて、最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
5アイコン＋短文
にした方がいい。
たとえば、
🔧 旧モデルOK
⚠️ 故障品も相談
🚚 大阪府全域出張
🏢 法人・業者歓迎
📦 倉庫・閉業整理対応
みたいな感じ。
ここは「買取UPの強み」を1秒で理解させる場所。
「選ばれる理由3つ」はもう完全にカード向き。
原稿もきれいに3つに分かれてる。
1. 専門査定
2. 大量買取
3. 大阪府全域への出張対応 最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
ここはPCで3カード横並び、スマホで縦3カード。
しかも文章全部をカードに入れたら重いから、
上側：
01 専門査定
型番・市場相場・需要まで確認
下側に本文。
という構造がいい。
高く売るポイントもかなりデザイン向き。
内容が
純正バッテリー
ケース・説明書
清掃
動作確認
迷ったらそのまま相談
で5項目ある。最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
ここは俺ならチェックリスト形式にする。
査定前チェック
☑ 純正バッテリーを一緒に
☑ ケース・説明書を探す
☑ 軽く汚れを落とす
☑ 動作確認
☑ 分からなければそのまま相談
その下に各項目の詳しい説明。
これなら上だけ読んでも要点分かるし、詳しい人は本文も読める。
お客様の声はアコーディオンでもいいけど、最初の1件くらいは普通に見せた方がいい。
大阪市／マキタ
堺市／HiKOKI
東大阪市／MAX
と地域・商品まで具体的やから、最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
「★★★★★」みたいな架空レビュー風にするより、
大阪市｜マキタ TD173DRGX
仕事で使用していた工具を買い替え…
みたいな実例カードの方が信頼感ある。
写真がないなら、
人物イラストよりも
「大阪市」「法人」「職人」みたいな属性アイコン程度でええ。
そしてFAQはアコーディオン確定でいいと思う。
13問くらいあるから全部普通に開いてたら長すぎる。最新_買取品目コラム_約7000文字完成版
デザインとしては
＋ 壊れていても買取できますか？
＋ バッテリーなしでも買取できますか？
＋ 古いモデルでも買取できますか？
って感じ。
ただしコーダーには、
「アコーディオンでも本文はHTML上に存在させてください」
と伝える。
逆に、何でもイラスト化・ロゴ化はせん方がいい。
特に、
型番
メーカー名
買取条件
地域名
FAQの質問文
H2/H3見出し
これは基本テキストのまま。
画像に文字を焼き込むとSEO・アクセシビリティ・スマホでの可読性が落ちる。
俺ならデザイナーにはこんな感じで追加指示する。
文章量が多いため、以下の箇所は文章を削るのではなく、視覚的に整理していただきたいです。
・冒頭の「中古需要が高まる3つの理由」
→ アイコンまたは簡単なイラストを使った3項目の図解
・買取強化モデル
→ メーカー・型番・商品写真を使ったカード形式
・メーカーランキング
→ 1位～3位をランキングカード化。可能であれば正式なメーカー名・ロゴを使用
・買取実績
→ 商品写真、メーカー、型番、買取価格、地域などが分かる実績カード
・「最新モデルも旧モデルも買取」「故障品相談可能」「大阪府全域出張」「法人歓迎」「在庫・閉業整理」
→ アイコン付きの強み一覧
・選ばれる理由3つ
→ PCでは3カード、スマホでは縦並びカード
・高く売るポイント
→ 査定前チェックリスト＋詳細説明
・お客様の声
→ 地域・商品名が分かるレビューカード。件数が多く見える場合はアコーディオンでも可
・FAQ
→ アコーディオン形式
重要な見出し、メーカー名、型番、地域名、FAQ文章などは画像化せず、HTMLテキストとして実装できるデザインにしてください。
装飾やイラストは、SEO用文章を置き換えるものではなく、文章を読みやすく補助する形でお願いします。

あともう1個おすすめなのが、中盤に「数字で見る買取UP」みたいな帯を作ること。
ただしここは、実際に載せられる事実だけ。
例えば今後使えるなら、
買取実績 ○○件以上
口コミ ○○件以上
大阪府全域対応
査定・出張費・キャンセル無料
みたいな数字・実績帯。

早めにできた段階のデザインを見せてもらう方がいいと思います。
一気にしてからだと方向性が違うと修正など無駄になると思いますので
「実績バッジ部分は数字や対応エリアを見せる場所として、そのままシンプルに見せたいです。
そのうえで、別の位置に店長写真付きのコメント枠を1～2か所入れてください。
店長コメントは単なる挨拶ではなく、実際の査定現場で見ているポイントや、古い工具・バッテリー・付属品・故障品などについての現場目線のコメントとして見せたいです。
配置としては、
・買取実績／買取UPの強みのあと
・高く売るポイントの途中または最後
あたりが希望です。
デザインは本文と同じ見た目ではなく、店長写真＋コメント＋『店長コメント』と分かる専用カード・囲み枠にしてください。
ただし、実績バッジの中には店長写真やコメントを混ぜず、実績数字と人物コメントは分けて見せたいです。」

電動工具は、年式だけでなく型番・状態・バッテリーや付属品まで見て査定しています。古いモデルや使い込んだ工具でも需要が残っていることがありますので、処分する前に一度ご相談ください。　程度となります
